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印
刷
部
数
10
万
8
3
0
0
部

【
府
中
国
立
・
書
記
・
前
田
寛

史
通
信
員
】
9
月
4
日
、
府
中
国

立
支
部
「
2
0
2
2
秋
の
仲
間
づ

く
り
月
間
出
陣
式
」が
開
催
さ
れ
、

組
合
員
と
家
族
1
6
2
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
支
部
主
催
の
出
陣
式

は
実
に
3
年
ぶ
り
の
開
催
、
各
分

会
ご
と
に
貸
切
の
大
型
バ
ス
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
か
ら
会
場
と
な

っ
た
朝
霧
高
原
ま
か
い
の
牧
場
に

向
か
う
と
い
う
初
の
試
み
で
す
。

バ
ス
車
中
で
は
分
会
役
員
が
仲
間

づ
く
り
推
進
ニ
ュ
ー
ス
や
支
部
の

取
り
組
み
、
分
会
レ
ク
や
若
手
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
、
「
秋
は

毎
週
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
！
み
ん
な
で

い
っ
し
ょ
に
楽
し
も
う
！
」
な
ど

と
盛
り
上
が
り
、
交
流
が
進
み
ま

し
た
。

出
陣
式
開
会
に
あ
た
り
松
本
副

執
行
委
員
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
下

で
も
十
分
に
感
染
対
策
を
実
施
し

て
、
待
っ
た
な
し
の
仲
間
か
ら
の

相
談
に
応
え
、
組
合
の
諸
要
求
実

現
を
皆
さ
ん
と
チ
カ
ラ
を
合
わ
せ

て
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
秋
は

分
会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
各

会
・
各
分
野
の
企
画
も
目
白
押
し
。

仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
学
習
会

も
開
催
し
ま
す
。
組
織
拡
大
だ
け

で
な
く
、
仲
間
の
声

を
運
動
に
繋
げ
る
実

り
の
秋
に
し
よ
う
」

と
決
意
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

各
分
会
か
ら
持
ち

寄
ら
れ
た
組
合
加
入

申
込
書
は
75
枚
。
新

た
な
仲
間
と
も
チ
カ

ラ
を
合
わ
せ
て
、
支

部
一
丸
で
仲
間
の
輪

を
広
げ
、
絆
を
強
く

す
る
秋
の
仲
間
づ
く

り
月
間
に
、
決
意
を

新
た
に
す
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

仲
間
を
増
や
す
秋
の
拡
大
月
間
が
は
じ
ま
り
3
週
間
が
経
過
し
ま
し
た
。
行
動
制
限
が
無
く
な
る
な

か
、
各
支
部
で
、
仲
間
と
集
い
、
仲
間
を
訪
問
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

9
月
9
日
の
夜
、
江
東

支
部
大
島
分
会
の
セ
ン
タ

ー
に
集
ま
っ
た
の
は
、
高

梨
雄
一
分
会
長
を
は
じ
め

5
人
。
打
合
せ
も
そ
こ
そ

こ
に
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽

く
、
す
ぐ
に
訪
問
行
動
に

繰
り
出
し
ま
し
た
。

支
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
訪

問
グ
ッ
ズ
の
エ
コ
バ
ッ
ク

を
手
に
歩
い
て
5
軒
を
訪

問
、
す
べ
て
の
訪
問
先
と

対
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
建
築
資
材
を
運
送

す
る
事
業
所
で
は
、
会
社

の
会
長
に
従
業
員
分
の
グ

ッ
ズ
を
手
渡
し
、
新
加
入

が
あ
る
場
合
は
ぜ
ひ
連
絡

ほ
し
い
旨
、
直
接
伝
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
セ
ン
タ

ー
に
戻
り
、
そ
の
日
発
行
の
拡
大

ニ
ュ
ー
ス
を
分
会
長
が
読
み
上
げ

て
共
有
。
「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
、
対
話
、
情
報
を
待
っ
て
い
る

仲
間
が
い
る
」
と
の
方
針
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

訪
問
出
発
に
は
間
に
合
わ
な
か

っ
た
も
の
の
、
若
手
執
行
委
員
の

石
井
広
志
さ
ん
、
木
塚
優
樹
さ
ん

が
セ
ン
タ
ー
に
駆
け
付
け
た
と
こ

ろ
に
、
冨
樫
康
弘
委
員
長
と
実
川

英
治
書
記
長
が
、
丁
度
、
分
会
を

激
励
に
訪
れ
ま
し
た
。
大
島
分
会

が
誇
る
若
手
執
行
委
員
3
人
が
そ

ろ
う
中
で
、
委

員
長
か
ら
加
入

2
件
へ
の
ス
タ

ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

賞
が
手
渡
さ

れ
、
髙
梨
分
会

長
も
笑
顔
で
そ

れ
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

江
東
支
部
は

「
3
0
0
0
人

を
守
る
た
め
、
対
話
と
対
象
、
ど

ち
ら
も
大
事
、
同
時
に
つ
か
め
、

も
う
1
人
、
プ
ラ
ス
1
を
忘
れ
な

い
」と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
、

全
分
会
目
標
達
成
に
む
け
て
が
ん

ば
り
ま
す
。

目
黒
支
部
は
9
月
4
日
、
秋
の

活
動
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
か
ら
目
黒
支
部

会
館
会
場
と
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東

京
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

ぎ
、
64
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
佐
藤
忍
委
員
長
が
「
秋
の

月
間
、
2
カ
月
が
始
ま
る
。
一
致

団
結
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、「
消

費
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
」
（
熊
切
健
二

本
部
書
記
次
長
）
、

「
中
学
校
統
合
を
考

え
る
」
（
元
中
学
教

諭
・
佐
藤
久
美
子
さ

ん
）の
講
演
の
学
習
、

ま
た
7
月
に
本
部
で

行
な
っ
た
分
会
経
験

交
流
集
会
の
Ｄ
Ⅴ
Ｄ

を
視
聴
し
、
笠
松
浩

之
組
織
部
長
が
拡
大

月
間
の
方
針
を
提
起
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
分
会
、
各

分
野
か
ら
の
決
意
表
明
と
拡
大
報

告
。
「
分
会
独
自
の
日
曜
行
動
、

昼
間
の
行
動
を
行
な
っ
て
い
く
」

（
北
部
さ
く
ら
）
、
「
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
や
っ
て
い
き
た
い
」

（
学
芸
大
）
、
「
10
月
に
支
部
で

行
な
う
八
景
島
Ｂ
Ｂ
Ｑ
へ
の
呼
び

か
け
か
ら
加
入
に
つ
な
げ
た
。
20

代
の
加
入
者
が
3
人
い
る
。
青
年

部
加
入
に
も
つ
な
げ
た
い
」
（
目

黒
桜
）
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
全

分
会
成
果
の
24
人
の
加
入
と
な
り

ま
し
た
。

笠
松
部
長
が
「
幸
先
の
い
い
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
た
。
全
分
会
達
成

を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
よ
う
」
と
訴

え
、
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

目
黒
支
部
、
秋
の
拡
大
「
出
発

シ
ン
コ
〜
！
」
（
東
日
本
大
震
災

の
復
興
支
援
で
つ
な
が
っ
て
い
る

け
せ
ん
建
設
職
組
合
へ
の
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
地
元
の
三
陸
鉄
道

に
ち
な
ん
で
『
三
鉄
拡
大
』
と
命

名
）
で
す
。

■
英
国
の
エ
リ

ザ
ベ
ス
女
王
が
亡

く
な
っ
た
。
9
月

19
日
に
ロ
ン
ド
ン

の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
ー
寺
院
で
国
葬
が
実
施
さ

れ
る
。
1
9
5
2
年
に
25
歳
の

若
さ
で
即
位
し
て
か
ら
70
年
7

カ
月
、
96
歳
だ
っ
た
。
今
月
6

日
に
ト
ラ
ス
首
相
を
任
命
し
た

の
が
最
後
の
公
務
に
な
っ
た
と

い
う
。
在
位
中
は
開
か
れ
た
王

室
を
目
指
し
、
同
国
の
人
気
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
」

や
「
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ボ
ン
ド
」

と
の
共
演
も
話
題
と
な
っ
た
。

■
日
本
の
国
葬
は
、
27
日
に

日
本
武
道
館
で
予
定
さ
れ
て
い

る
。
東
京
の
自
治
体
に
お
い
て

は
、
足
立
区
長
が
「
区
の
公
共

施
設
で
半
旗
を
掲
揚
す
る
」
と

す
る
一
方
で
、
世
田
谷
区
長
は

「
な
ぜ
国
葬
と
い
う
選
択
を
し

た
の
か
」
と
疑
問
を
呈
し
、
杉

並
区
の
岸
本
区
長
は
「
一
国
民

と
し
て
（
現
状
を
）
危
惧
し
て

い
る
」
と
区
内
の
国
葬
反
対
デ

モ
に
参
加
し
た
。
今
、
あ
ら
ゆ

る
世
論
調
査
で
反
対
が
賛
成
を

上
回
っ
て
い
る
。
本
当
に
そ
れ

に
値
す
る
人
物
か
ど
う
か
を
、

き
ち
ん
と
議
論
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

■
東
京
土
建
は
、9
月
に「
安

倍
元
首
相
「
国
葬
」
に
対
す
る

声
明
」
を
出
し
、
法
的
根
拠
が

な
く
憲
法
の
思
想
・
良
心
の
自

由
に
反
す
る
国
葬
の
強
行
に
反

対
し
、
撤
回
を
求
め
た
。
特
に
、

旧
統
一
教
会
と
の
癒
着
ぶ
り
は

深
刻
だ
。
強
行
さ
れ
れ
ば
「
国

葬
さ
れ
る
よ
う
な
偉
大
な
人
物

が
我
々
を
支
援
し
、
敬
意
を
表

し
た
」
と
宣
伝
さ
れ
、
旧
統
一

教
会
に
更
な
る
お
墨
付
き
を
与

え
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

江東・大島

若
手
３
人
、揃
い
踏
み

対
話
を
待
っ
て
る
仲
間
い
る

左より髙梨雄一分会長、支部執行委員の石井
広志さん、木塚優樹さん、冨樫康弘委員長

全
分
会
の
目
標
達
成
に
向
け

目黒

秋
の
拡
大「
出
発
シ
ン
コ
〜
」目黒桜分会の勝間田康之さん（左）

が4枚の加入書を君塚広一常任に

府中国立

朝
霧
高
原
で
出
陣
式

「久しぶりだね～、かんぱ～い」

各
分
会
か
ら
７５
枚
の
加
入
書

物
価
と
資
材
高
騰

苦
し
む
仲
間
の
声

物
価
と
建
設
資
材
の
高
騰
が
、

仲
間
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。
訪
問

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
、
仕

事
、
生
活
の
実
態
と
要
望
を
集
約

し
、
国
、
自
治
体
に
届
け
る
行
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
関
連
記
事
4
面
）


